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萩
山

の
春

の
祭
り

の

め
ぐ
り
来

て

お
は
や
し
聞
け
ば

老
は
若
や
ぐ

（詠
進
歌
よ
り
）

今
年

の
萩
山
神
社

の
春
祭
り

が
去
る
二
十
九

日
（
日
）
に
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。

当

日
は
朝
か
ら
の
曇
り
空

で

雨
も
大

へ
ん
心
配
さ
れ
た
が
幸

運
に
も
雨
に
も
あ
わ
ず
、
噺
子

屋
台
、
獅
子
舞

の
奉
納
が
区
民

の
見
ま
も

る
中
を
賑
か
に
行
な

わ
れ
午
後
五
時
無
事
終
了
し
た
。
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昭和62年 4月 1日 下 市 田 区 報 第 9号 (2)

。
最
近
の
下
市
田
の

嵌伝

録
ｍ
ｐ
Ｆ
情
勢̈
に
つ
い
て

０

代
議
員

・
各
委
員
会
の
委
員

お
よ
び
公
民
館
三
役

・
各
部
員

の
任
期
満
了
に
よ
る
改
選
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

退
職
さ
れ
た
皆
様
大
変
ご
苦

労
様
で
し
た
。
ま
た
再
任
お
よ

び
新
任
の
皆
様
今
後
二
年
間
区

の
た
め
分
館
の
た
め
に
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

工
事
関
係
で
は

一
―

一
号
線

（
一
―
二
号
が
改
称
）
が

一
部

買
収
の
運
び
と
な
り
竜
西
線
、

一
・
三
線
、
羽
根
坂
線
が
着
工

と
な
り
、
国
道

一
五
三
号
線
の

農
協
下
市
田
店
東
の
ガ
ー
ド
が

拡
巾
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
工
事

中
で
あ
り
ま
す
。

中
学
校

・
役
場
付
近
お
よ
び

市
場
の
悪
排
水
路
工
事
、
北
の

原
の
貯
水
池
お
よ
び
各
地
区
の

小
河
川
の
改
修
工
事
が
完
成
し

ま
し
た
。
関
係
皆
様
の
ご
協
力

に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

裁
判
の
件
は
去
る
十
二
月
二

日
と
二
月
十
九
日
に
証
人
尋
間

と
審
理
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が

そ
れ
ぞ
れ
言
い
分
が
あ
り
ま
す

の
で
、
決
審
の
時
期
は
予
測
で

き
ま
せ
ん
。

工
業
団
地
に
つ
き
ま
し
て
は

旭
松
が
操
業
し
綿
半
が
建
築
工

事
中
で
す
が
、
そ
の
後
飯
田
車

両
整
備
組
合

・
綿
藤

・
北
星

ハ

ウ
ス
・
外
松

・
マ
ツ
ザ
ワ

・
板

国

・
小
林
工
業
の
進
出
が
決
定
、

総
面
積
で
約
六
町
五
反
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
他
に
森
林
組
合

の
南
の
地
区
を
町
の
要
望
に
よ

り
公
共
用
地
と
し
て
買
収
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
水
田
農
業
確
立
対
策
事

業
の

一
環
と
し
て
二
町
歩
～
十

町
歩
の
小
規
模
土
地
改
良
事
業

が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
数

力
所
の
候
補
地
の
話
合
い
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
下
市
田
地

区
の
将
来
の
た
め
関
係
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

〓一一≡垂
≡
≡
≡≡
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一一一一一

二
年
間
代
議
員
を

務
め
る
に
あ
た
り

昭
和
六
十
二
年
と
六
十
二
年

の
二
年
間
、
次
の
十
五
名
が
、

区
の
代
議
員
を
務
め
さ
せ
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

各
人
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
持

っ
て
居
り
ま
す
が
、
お
引
受
け

し
た
以
上
、　
一
致
協
力
し
て
、

任
務
遂
行
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
区
民
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

〔順
不
同
〕

昭和62年度 下市田区一般会計歳入歳出予算

1.収 入の部                  62.3.26代 議員会議決

2.支 出の部

会 長
小 林  恵

副会長

上 沼 政 夫

区 分
本年度
予算額

前年度
予算額

比  較 説 明

1.区   費

2.繰  入  金

3.町 支 出 金

4.財 産 収 入

5.寄  付  金

6.繰  越  金

7.諸  収  入

千円

9,000

8,700

3,800

1,000

2,600

500

1,600

千円

8,900

11,320

2,223

1,000

500

500

800

千円

100

△ 2,620

1,577

0

2,100

0

800

個人・法人区費

地域振興基金利子

各種事業補助金その他

貸地料その他

各種事業地元負担金その他

前年度繰越金

山作業出不足その他

△
言十 27,200 25,243 1,957

区 分
本年度
予算額

前年度
予算額

比  較 説 明

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

総

厚

区

土

水

7肖

公

予

務  費

生  費

有 地 費

木  費

利  費

防  費

民 館 費

備  費

1

千円

10,839

587

1,490

6,920

2,405

978

2,570

1,411

千円

11,771

683

1,390

4,632

2,605

978

2,384

800

千円

932

96

100

2,288

200

0

186

611

別途会計

言十A 27.200 25,243 1,957今 川 芳 章



(3)日召不口62年 4月 1日 下 市 田 区 報 第 9号

引
続
き
公
民
館
業
務
を

担
当
す
る
に
あ
た
り

公
民
館
長
　
原

　

　

次
　
郎

向
上
」
は
当
然
で
す
が
現
在
求

め
ら
れ
て
い
る

「
地
域
の
個
々

人
の
つ
な
が
り
、
ふ
れ
あ
い
を

よ
く
す
る
」
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

現
在
は
管
理
社
会
で
各
職
域

等
の
縦
糸
は
強
く
な

っ
て
お
り

ま
す
が
、
地
域
で
生
活
を
し
て

い
く
う
え
で
大
事
な
横
糸
が
弱

い
の
が
現
状
で
す
。

下
市
田
公
民
館
と
し
ま
し
て

も

「
地
域
で
の
心
の
ふ
れ
あ
い

の
造
成
」
を
大
き
な
目
標
と
し

て
参
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま

す
。ま
た
下
市
田
区
は
組
織
で
大

へ
ん
大
き
く
公
民
館
の
今
後
の

あ
る
べ
き
組
織
体
形
に
つ
き
ま

し
て
も
い
ろ
い
ろ
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
検
討
改
善
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

こ
の
面
で
も
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
ご
協
力
を
お
願
い
し
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

文
帳
武

●
昼
電
■
説
沢唐

主 事
朝 比 哲 子

高 橋 武 市 勝 又 庄 作 宮 沢  務 富 田 隆 仁

小 平 和 昭    手 塚 春 ― 田 戸 純 市 林 喜代重

三
区
萩
山
神
社

氏
子
総
代
交
替

仲 平 里 司

晰
ザ=診

倉 沢 光 英林  重 利唐沢今朝男大 島 修 ―

計
ら
ず
も
私
達
三
名
は
二
年

間
下
市
田
公
民
館
役
員
と
し
て

業
務
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

正
副
館
長
は
前
期
に
引
続
い

て
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
初
心
に

帰
り

一
生
懸
命
や

っ
て
参
る
覚

悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
区
民
み

な
さ
ん
の
絶
大
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
最
近
の
社
会
は
経
済
的

に
は
大

へ
ん
豊
か
に
な
り
所
得

は
ド
ル
ベ
ー
ス
で
世
界
第

一
位

と
な
り
ま
し
た
が
反
面
心
の
貧

困
荒
廃
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
個
人
的
に
は
多
様
化
、

個
性
化
の
時
代
に
入
り
若
い
世

代
は
積
極
的
に
選
択
の
自
由
を

謳
歌
し
そ
れ
と
と
も
に

一
般
的

に
自
己
中
心
的
考
え
と
な
り
地

域
共
同
体
意
識
が
大

へ
ん
薄
れ

て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
公
民
館
は

活
動
の
原
点
に
帰
り

「
時
代
に

即
応
し
た
人
間
形
成
即
ち
体
力

健
康
の
増
進
と
個
人
の
資
質
の

費圏い

み"塀 メ■



昭和62年 4月 1日 下 市 田 区 報 第 9号 (4)

下
市
田
の
区
、
常
会
に
つ
い
て

⊂

田
　
戸
　
純
　
市

三
　

　

区

三
区
は
上
段
の
方
は
上
市
田
、

北
は

一
区
、
東
は
二
区
、
西
は

四
区
、
南
は
五
区
に
境
し
て
囲

ま
れ
た
中
心
的
位
置
に
あ
る
。

前
に
も
書
い
た
が
、
三
区
は
力

行
会
で
今
で
も
常
会
に
力
の
字

が
付
い
て
い
る
の
が
多
い
。
戦

前
は
力
行
北
部
と
力
行
南
部
の

二
つ
に
別
れ
て
い
た
。

戦
後
、
三
六
災
な
ど
機
に
し

て
常
会
の
分
割
が
細
か
く
行
わ

れ
、
新
し
く
転
入
居
住
の
方
が

増
え
、
新
設
常
会
が
誕
生
し
た
。

昭
和
二
十
年
代
前
半
ま
で
、
隣

組
が
下
市
田
に
四
十
五
あ

っ
た
。

そ
れ
で
宮
本
で
あ
る
三
区
か
ら

一
番
で
始
ま

っ
て
、
又
最
後
四

十
五
番
が
三
区
に
あ
る
の
で
、

力
北

一
、
力
北
４５
と
云
う
常
会

名
が
付
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

力
南
２２
も
ま
た
そ
れ
と
同
じ
訳

で
あ
る
。
三
六
災
の
あ
と
に
荒

神
前
、
お
宮
の
北
、
寺
山
地
区

に
団
地
が
出
来
て
、
今
の
荒
神

前
、
宮
北
、
学
校
平
西
、
荒
神

前
南
常
会
が
新
設
さ
れ
て
現
在

（六
十
二

・
一
。
一
）
十
二
常

会

（
二
十
隣
組
）

一
八
四
戸
に

及
ん
で
い
る
。

次

へ
常
会
の
成
り
立
ち
を
掲

げ
て
参
考
に
供
し
ま
す
。　
一
番

下
が
現
在
の
常
会
名
で
あ
る
。

三
区
は
、
先
に
も
書
い
た
が

下
市
田
の
中
心
で
神
社
、
寺
、

公
民
館
、
区
事
務
所
、
保
育
園

な
ど
が
あ
り
、
区
民
が
よ
く
集

ま
る
所
で
あ
る
。
戦
中
戦
後
の

頃
は
、
銀
行
、
郵
便
局
な
ど
も

あ

っ
た
が
、
経
済
の
中
心
が
、

出
砂
原
に
移

っ
て
か
ら
、
こ
れ

ら
は
共
に
現
在
の
所

へ
移

っ
て

し
ま

っ
た
。
交
通
、
経
済
の
力

は
そ
の
地
域
の
変
容
に
大
き
く

作
用
す
る
も
の
で
、
今
昔
の
感

一
入
で
あ
る
。

次

へ
三
区
の
常
会
の
配
列
図

を
掲
げ
て
参
考
に
供
す
る
。

三
　
区

力
行
会

「
―

力
行
北
部
上

‐‐

|

「

¬

「
―
―

力
北

一
―

―

力
行
北
部

力
行
東
部

力
行
南
部

第
　
　
一

カ
行
南
部

第
　
　
二

力
南

一―

荒 宮 力 力 力 力 中 力 力 力 間

神 ノ 南   南   北 北 ケ
前 北 二 西 中 22村 東 45-沢

学
校
平
西

荒
神
前
南

民 G学校平西

宮    北

(竜西線)

5区 2区

1区

道153号線

江
戸
ケ
沢
川

下市田三区常会配列略図
N 至

牛
牧

4区 (神 社林 )

な ど
①

上市田

(角 田原 )
干

間

間 ケ 沢

①
カ 西 力南 22

（参
道
）

ｎ

力 中

力 北 45

ＶＩ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

中 村
力

力 南 ニ 荒神前南 荒 神 前
飯田線

田村線

ヽ

ノ

ノ

ハ
マ

′

／

)ヽ
NN〔
北―
④
①



(5)昭和62年 4月 1日 下 市 田 区 報 第 9号

私

と

ゴ

ル

フ

ゴ
ル
フ
″
・

何
と
素
晴
ら
し

い
ス
ポ
ー
ツ
で
し
ょ
う
。
高
原

の
緑
の
芝
生
に
お
お
わ
れ
た
広

大
な
コ
ー
ス
で
、
ボ
ー
ル
を
打

ち
、
ボ
ー
ル
を
追
う
楽
し
さ
は

日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
さ
せ

新
た
な
活
力
を
、
よ
み
が
え
ら

せ
て
く
れ
ま
す
。

時
代
が
進
む
に
つ

れ
て
自
然
に
親
し
な

機
会
は
少
な
く
な

っ

て
来
て
い
ま
す
。
ゴ

ル
フ
は
自
然
を
生
か

し
た
緑
地
で
、
老
若

男
女
が

一
緒
に
楽
し

楽

し

い
大
家
族

て
予
選
を
通
過
出
来
、　
一
回
戦

を
勝
ち
二
回
戦
も
勝

っ
て
準
決

勝
。
こ
れ
も
思
わ
ぬ
勝
ち
進
み

さ
て
決
勝
戦
。
決
勝
戦
は
あ

っ

さ
り
負
け
ま
し
た
。
で
も
準
優

勝
と
云
う
偉
業
で
思

っ
て
も
み

な
い
成
績
に
あ
き
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
時
の
雰
囲
気
や
体
調
に

左
右
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
対

戦
者
を
見
て
感
じ
、
反
省
も
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
様
な
機
会
は
誰
も
が
得

ら
れ
る
わ
け
で
す
。

ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
皆
さ
ん
お

お
い
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
又

こ
れ
か
ら
始
め
ら
れ
る
方
々
、

下
市
田
ゴ

ル
フ
愛
好
会
が
有
り

年
数
回
の
コ
ン
ペ
を
行
な

っ
て

い
ま
す
。
ふ
る

っ
て
参
加
を
希

望
い
た
し
ま
す
。

た
。
子
供
達
が
保
育
園
を
終
る

ま
で
に
十

一
年
間
か
か
り
ま
し

た
。
五
人
そ
れ
ぞ
れ
性
格
が
ち

が
い
、
保
育
園
の
頃
の
色
々
の

思
い
出
が
多
く
あ
り
ま
す
。
運

動
会
の
時
で
し
た
、
何
で
も

一

等
に
な
ら
な
く
て
は
気
が
す
ま

な
い
の
が
三
女
で
し
た
。
二
等

に
な

っ
て
も
自
分
で
は

一
等
と

思

っ
て
い
て
、
い
や
二
等
だ
よ
、

と
言
う
と
な
き
出
し
て
し
ま
い

こ
ま

っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

又
長
男
の
時
は
、
競
歩
で
し

っ

か
り
走
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
に
手
を
ふ
っ
て
大
回
り
を
し

地
元
出
身
町
議
と
の
懇
談
会
開
催

美
￥
教

養

部

じ
め
、
区

民
九
十
余

名
が
出
席

し
、
最
初

に
関
係
者
か
ら
町
と
区
の
情
勢

報
告
が
あ
り
、
続
い
て
出
席
者

か
ら
の
、
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
会
に
は
、
各
団
体
代
表

者
の
出
席
も
あ
り
、
各
々
の
立

場
か
ら
の
意
見
も
多
く
、
大
変

活
発
な
会
合
と
な

っ
た
。

し
か
し
反
面
、
時
間
の
制
約

か
ら
、
充
分
な
発
言
が
出
来
な

か

っ
た
と
の
声
も
、　
一
部
に
は

聞
か
れ
、
今
後
の
会
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
必
要
を
感
じ
た
。

当
日
出
さ
れ
た
主
な
要
望

・

意
見
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
治
山
治
水
対
策
の
、
早
期

実
現
に
つ
い
て

二
、
区
内
の
道
水
路
網
の
、
改

修
促
進
に
つ
い
て

三
、
家
庭
雑
排
水
お
よ
び
し
尿

処
理
問
題
に
つ
い
て

四
、
下
市
田
保
育
園

へ
の
通
園

バ
ス
の
運
行
要
望
に
つ
い
て

五
、
下
市
田
旧
学
校
付
近

（
一

―

一
号
線
）
の
道
路
改
修
に

際
し
、
自
然
と
の
調
和
の
と

れ
た
開
発
を
さ
れ
た
い
。

六
、
催
事
の
ポ
ス
タ
ー
等
の
学

校
内
掲
示
に
つ
い
て
、
関
係

機
関
の
配
慮
を
望
み
た
い
。

七
、
萩
山
神
社
参
道
脇
の
墓
地

移
転
に
つ
い
て
、
配
慮
さ
れ

た
い
。

寺

沢

久

義

（
一
区
）

め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
運
動
能

力
や
体
力
に
差
が
あ

っ
て
も
、

技
術
や
経
験
に
違
い
が
あ

っ
て

も
、　
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
に
よ

っ
て
公
平
に
競
え
ま

す
。他
の
ス
ポ
ー
ツ
と
違

っ
て
、

ル
ー
ル
に
対
し
審
判
員
が
い
ま

せ
ん
。
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
精
神

に
基
づ
き
最
高
の
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
シ
ッ
プ
を
育
み
他
人
を
思
い

や
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
五
十
三

年
の
高
森
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

が
オ
ー
プ
ン
す
る
頃
、
私
も
ゴ

ル
フ
を
始
め
ま
し
た
。
最
初
は

原
稿
を
依
頼
さ
れ

た
時
は
、
は
い
。
な

ん
て
引
き
受
け
て
し
ま

っ
た
も

の
の
、
い
ざ
書
く
時
に
な
っ
て

何
を
書
こ
う
か
と
、
こ
ま

っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
お
引
き
受
け

し
た
以
上
何
か
書
か
な
く
て
は

と
ペ
ン
を
持

っ
た
次
第
で
す
。

ま
ず
家
族
の
紹
介
か
ら
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
祖
父
、
祖

母
、
私
、
妻
、
長
女
、
次
女
、

三
女
、
四
女
、
長
男
と
九
人
で

生
活
を
し
て
お
り
ま
す
。
む
か

小

池

亀

男

（
二
区
）

し
な
ら
子
供
の
五
、
六
人
は
あ

た
り
ま
え
に
い
た
事
だ
っ
た
と

年
に
二
回
か
三
回
で
し
た
が
、

年
を
増
す
ご
と
に
回
数
が
増
え

て
来
た
よ
う
で
す
。
か
れ
こ
れ

九
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
遠

く
は
沖
縄
、
そ
し
て
九
州
で
プ

レ
ー
し
た
こ
と
も
有
り
ま
す
。

時
に
は
く
や
し
い
事
も
、
又
う

れ
し
い
時
も
あ
り
ま
し
た
。

一
日
に
七
』
余
歩
く
の
で
す

か
ら
疲
れ
ま
す
が
、
仕
事
の
事

を
忘
れ
ボ
ー
ル
を
追

っ
て
夢
中

で
す
。
た
ま
た
ま
六
十
年
度
は

ク
ラ
ブ
選
手
権
予
選
に
参
加
し

思
い
ま
す
。
ま
だ
子
供
の
小
さ

い
頃
は
手
が
か
か
り
、
大
き
く

な
る
に
つ
れ
て
口
ご
た
え
を
す

る
様
に
な
り
、
色
々
と
う
る
さ

く
な

っ
て
き
ま
す
。
食
事
と
も

な
れ
ば
九
人
で
座
る
に
は
、
台

が
二
台
も
な
け
れ
ば
座
る
事
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
御
飯
も

一
日
に
二
升
も
た
い
て
、
た
り

な
い
事
も
あ
り
ま
し
た
。　
一
人

だ
い
て
食
べ
さ
せ
て
い
る
と
、

私
も
と
二
人
ヒ
ザ
に
入
れ
て
食

べ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
食
事

の
時
な
ど
子
供
達
が
終
ら
な
い

と
食
べ
た
気
が
し
ま
せ
ん
で
し

白

Ａ
｝
０

ハ
エ
リ
白

Ａ
｝
□

占
エ
リ
０

｛
｝
口

向
エ
リ
０

｛
Ｙ
ロ

ハ
Ｘ
ψ
□

占
Ｙ
□

白

舌
｝
０

ハ
エ

ψ
白

舌
｝
日

間
エ
リ
白

占
｝
ロ

ハ
エ
リ

下
市
田
区
と
下
市
田
公
民
館

主
催
の

「
地
元
出
身
町
議
と
語

る
会
」
は
、
去
る
二
月
二
十

一

日
午
後
三
時
よ
り
、
下
市
田
公

民
館
三
階
大
会
議
室
に
於
て
開

催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
地
元
出
身
町
議
五

名
、
区
三
役
、
公
民
館
長
を
は

て
走

っ
て
い
て
大
笑
い
を
し
ま

し
た
。
大
家
族
の
為
全
員
が

一

緒
に
出
掛
け
る
事
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
大
供
達
も
大
き
く

な
り
二
十
才
を
頭
に
、
長
男
も

六
年
生
と
な
り
自
分
達
で
物
事

が
出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

親
と
し
て
人
に
迷
惑
を
か
け
る

事
な
く
、　
一
人
前
の
大
人
に
な

っ
て
く
れ
る
事
を
願

っ
て
ペ
ン

を
お
く
次
第
で
す
。
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児
島
麗
斉

の
墓

に

つ
い
て

福

島

光
二
郎

を
絶
た
れ
た
妻
の
志
賀
は
、
生

家
の
石
田
家
は
御
維
新
で
既
に

東
京

へ
移

っ
て
し
ま
い
、
致
し

方
な
く
親
戚
を
た
よ

っ
て
、　
一

先
ず
泰
阜
の
豪
農
万
場
家

へ
身

を
寄
せ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

長
男
の
惣
治
を
万
場
家
の
親

戚
の
先
の
根
羽
の
石
原
家
に
引

取

っ
て
も
ら
い
、
長
女
の
は
な

は
万
場
家
の
養
女
と
し
自
分
は

大
鹿
村
青
木
の
引
き
の
田
の
松

下
家

（
い
ま
は
国
の
重
文
と
な

っ
て
い
る
）

へ
嫁
い
だ
。

前
の
こ
と
と
な
る
が
、
麗
淳

の
没
後
に
筆
子

一
同
が
墓
碑
を

建
て
て
居
る
。
場
所
は
間
ケ
沢

の
清
水
庵
の
西
裏
で
あ
る
。

墓
地
と
し
て
の
土
地
は
下
古

瀬
の
橋
都
慎
蔵
と
福
島
造
酒
弥

が
提
供
し
た
。

墓
の
芝
台
は
花
商
石
の
平
板

で
横

・
縦
七
五
セ
ン
チ
、
厚
さ

一
五
セ
ン
チ
あ
る
。
他
の
墓
地

に
見
ら
れ
な
い
ほ
ど
立
派
な
も

の
で
あ

っ
た
。
台
石
か
ら
の
碑

の
高
さ
は

一
メ
ー
ト
ル

一
六
セ

ン
チ
で
、
材
は
質
の
良
い
花
商

岩
で
三
方
が
磨
か
れ
正
面
に
麗

道
宗
淳
居
士
、
右
側
に
安
政
四

年
の
文
字
が
見
ら
れ
る
。
左
側

に
前
掲
の
辞
世
の
詩
文
が
あ
り
、

門
弟
中
造
立
之
　
と
あ
る
。

麗
斉
の
墓
も
全
く
同
じ
型
で

あ
る
。
戒
名
は

一
方
良
斉
居
士

明
治
三
年
四
月
六
日
と
な

っ

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
立
派
な
墓
は
、
麗

淳
、
麗
斉
の
筆
子

（生
徒
）
た

ち
の
師
匠

へ
の
追
慕
、
感
謝
の

気
持
ち
か
ら
多
大
の
金
子
を
出

し
合

っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ

木
曽
龍
夫
先
生

を
お
願
い
致
し

ま
し
た
。
上
沼

正
清
先
生
の
飯

田
中
時
代
の
お

友
達
と
か
で
ご

紹
介
頂
き
ま
し

た
。
大
変
ご
熱

心
な
先
生
で
、

棒

一
か
ら
始
ま

っ
て
漢
字
、
か

な
、
変
体
が
な
、

楷
書
、
行
書
、

こ
の
墓
も
そ
の
後
百
年
の
間

無
縁
仏
同
様
と
な

っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
五
十
七
年

八
月
、
麗
斉
の
直
系
の
子
孫
に

な
る
根
羽
村
の
石
原
忠
正
さ
ん

が
、
先
祖
の
墓
の
あ
り
処
を
さ

家
の
墓
地

へ
移
さ
れ
た
。

三
十
年
に
近
い
年
月
を
親
子

二
代
に
亘
り
下
市
田
を
中
心
と

し
た
郷
村
の
庶
民
の
子
弟
の
教

育
に
生
涯
務
め
ら
れ
た
麗
淳

・

麗
斉
の
霊
も
今
は
子
孫
の
手
厚

り
ま
し
た
処
、
六
十

一
年

一
月

か
ら
山
吹
の
中
平
才
先
生
が
教

え
て
下
さ
る
こ
と
に
成
り
ま
し

た
。
中
平
先
生
は
、　
一
人

一
人

手
を
取

っ
て
丁
寧
に
教
え
て
下

さ
い
ま
す
。
勤
勉
家
で
努
力
家

で
あ
ら
れ
る
先
生
の
感
化
を
受

け
ま
し
て
、
部
員

一
同

一
生
懸

命
勉
強
致
し
て
居
り
ま
す
。
先

生
は
今
年
の
二
月
に
文
部
大
臣

賞
を
受
賞
な
さ
い
ま
し
た
。

二
月

一
日
に
は
先
生
と
ご

一

緒
に
部
員

一
同
、
日
展
見
学
に

名
古
屋

へ
行

っ
て
参
り
ま
し
た

見
学
を
終
え
バ
ス
乗
車
ま
で
の

時
間
が
あ
り
ま
し
た
の
で
タ
ワ

ー
ヘ
昇

っ
た
り
、
大
津
の
観
音

様
を
お
詣
り
し
た
り
楽
し
い

一

日
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
達
は
月
二
回
の
練
習
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
此
の
灯
を
絶

さ
ぬ
様
に
大
切
に
守

っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

×

×

×

萩
山
神
社
の
参
道
に
あ
る

一

の
鳥
居
の
左
手
に
雄
渾
な
行
書

で
、
天
満
宮
と
刻
ま
れ
た
石
碑

が
あ
る
。
こ
れ
は
学
問
の
神
様

で
あ
る
菅
原
道
真
を
祭

っ
た
も

の
で
、
嘉
永
三
年
と
あ
り
、
側

ら
に
児
島
高
智
門
中
と
あ
る
。

こ
の
児
島
と
云
う
人
は
ま
た

の
名
を
麗
斉
と
云
い
、
そ
の
頃

下
市
田
間
ケ
沢
、
伊
勢
屋
敷
（庭

村
さ
ん
の
裏
手
）
で
寺
小
屋
の

師
匠
を
し
て
居
り
、
慶
応
三
年

に
は
市
田
陣
屋
の
御
会
釈
の
者

と
し
て
村
の
庄
屋
と
同
格
の
扱

い
を
受
け
て
居
た
。

そ
の
寺
小
屋
は
以
前
は
、
十

三
塚
に
あ
り
義
父
の
児
島
麗
淳

が
文
政
十
年
頃
か
ら
寺
小
屋
を

開
き
村
の
子
弟
の
教
育
に
当

っ

て
い
た
。

間
ケ
沢

へ
移

っ
た
頃
の
筆
子

は
二
十
名
内
外
の
人
数
で
あ

っ

た
と
思
わ
れ
る
。

麗
淳
は
、
当
村
の
上
洞
林
権

右

ヱ
門
（現
唯
介
さ
ん
の
先
祖
）

の
娘
が
別
家
し
た
際
入
聟
と
な

っ
た
人
物
で
、
豊
か
な
才
能
に

恵
ま
れ
徳
の
高
い
人
で
あ

っ
た
。

そ
の
麗
淳
の
辞
世
の
詩
文
が

墓
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

五
十
五
年
尽
上
辰
時

水
鶏
喘
子
夜
　
自
石

頓
生
児

安
政
の
四
年
に
没
し
て
い
る
。

一
人
の
娘
に
迎
え
た
養
子
が

麗
斉
で
あ

っ
た
。
こ
の
人
は
子

供
運
が
悪
く
、
ま
た
妻
に
先
立

た
れ
て
悲
嘆
に
く
れ
て
い
る
矢

先
に
、
養
子
と
し
た
お
か
い
じ

福
島
造
酒
弥
の
二
男
が
年
少
の

頃
病
死
す
る
と
い
う
悲
運
に
会

っ
た
。
麗
斉
は
渥
美
半
島
の
田
原
藩

に
仕
え
て
い
た
と
云
わ
れ
、
当

地
に
来
て
か
ら
飯
田
藩
の
御
殿

医
を
勤
め
た
と
云
う
。
そ
の
関

係
か
ら
か
、
堀
家
の
家
老
職
の

石
田
平
左

ヱ
門

（仲
の
町
）
の

娘
を
後
添
え
と
し
た
。
こ
の
娘

は
菱
田
春
草
の
伯
母
で
あ
る
。

長
男
の
惣
治
が
数
え
の
五
才

明
治
三
年
四
月
、
麗
斉
は
急
死

し
て
し
ま

っ
た
。
同
僚
の
ね
た

み
で
毒
殺
さ
れ
た
と
も
云
わ
れ

た
。
そ
の
前
の
月
二
月
に
は
長

女
の
は
な
が
生
ま
れ
て
い
る
。

主
人
の
急
死
で
生
計
の
み
ち

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
し
求
め
て
調
査
に
来
ら
れ

一
　

い
供
養
の
下

そ
の
中
心
と
な

っ
た
人
物
は
　
切
の
こ
と
も
判
明
し
た
わ
け
で
　
に
、
根
羽
の

あ
め
や

（屋
号
）
上
沼
正
治
さ
　
あ

っ
た
。
ひ
と
ま
ず
松
源
寺
で
　
地
に
眠
り

つ

ん
の
曽
祖
父
に
当
る
弥
蔵
の
努
　
供
養
の
の
ち
数
日
を
経
た
八
月
、
づ
け
て
い
る

力
が
大
き
か

っ
た
と
云
わ
れ
る
。
十
日
墓
石
全
部
を
根
羽
の
石
原
　
と
思
わ
れ
る
。

9
‐１１

‐‐ ｌ

ｌ ‐‐

下
市
田
第
二
書
道
ク
ラ
ブ

北

沢

百

合

（
一
区
）

私
達
第
二
書
道
ク
ラ
ブ
は
五
　
草
書
、
短
冊
、
色
紙
等
々
教
え

十
二
年
二
月
公
民
館
の
ク
ラ
ブ
　
て
戴
き
ま
し
た
。
部
員
は
始
め

活
動
の

一
つ
と
し
て
誕
生
致
し
　
は
二
十
余
名
程
で
あ
り
ま
し
た

ま
し
た
。
先
生
は
飯
田
市
の
小
　
が
、
家
庭
の
事
情
や
個
人
の
健

康

上

等

あ
て
只

十

名
て
居
六
十
小
木
が
病
ら

れ

の
理
由

り

ま

し

今
で
は

と
成

っ

り
ま
す
。

年
二
月

曽
先
生

気
に
成

て
お
や

な
ら
れ

た
。
其

一
時
中

し
て
居

し に

の
後

一史
‐跡
め
ぐ
リ
シ
リ
■
た

い

一
　
　
。一
　
一
・‐・・　
ケ・
‐
・
一　
　
一・・
　
Ｔ
，
二
一
●
一
一
・・・・．一
一
一
・
「
＝
一
一

ヽ

ヽ
‥メ

Ｏ
ｔ

　

一■

澪
Ｙ
ｌ
Ｌ

ダ

Ｌ

ａ
¨

蠅
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‥
―
ヽ
随

想

‥
―

―ヽ
―

竜
西
線
か
ら
間
ケ
沢
川
沿
い

に
急
な
坂
道
を
上
る
事
約
二
〇

〇
米
「古
瀬
砂
防
ダ
ム
」
が
昨
年

四
年
間
を
か
け
て
竣
工
し
ま
し

た
。
高
さ

一
四
米
、
長
さ
七
六

米
そ
の
偉
大
な
姿
は
実
に
見
事

な
も
の
で
す
。
建
設
事
務
所
の

係
官
の
話
に
よ
る
と
こ
の

「
ダ

ム
」
は
三
六
災
害
の
時
の
水
量

の
二
倍
は
持
堪
え
ら
れ
る
そ
う

で
す
。
こ
の
「
ダ
ム
」
の
完
成
に

よ

っ
て
下
流
住
民
は
安
心
し
て

生
活
す
る
事
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
も

一
重
に
地
権
者
の
御
理
解

と
各
関
係
機
関
の
皆
様
の
御
尽

力
の
賜
と
深
く
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
危
険
な
問
題

が
起
き
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は

原
　
　
　
　
正

（
四
区
）

「
ダ
ム
」の
直
下
に
深
さ
三

・
五

米
の
「
沈
砂
池
」
が
有
り
ま
す
。

水
は
満
々
と
湛
え
小
型
の
プ
ー

ル
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
周

囲
に
は
危
険
防
止
の
「
ヘ
ン
ス
」

が
張
ら
れ
「危
険
は
い
る
な
」と

大
き
な
看
板
が
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
の
夏
、
小
学
校
の

休
み
に
入

っ
た
頃
見
馴
れ
な
い

少
年
達
が
二
、
二
人
自
転
車
に

乗
り
、
釣
道
具
を
持

っ
て
や
っ

て
来
ま
し
た
。
釣
り
ぐ
ら
い
な

ら
危
険
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
い

見
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
翌
日

に
な
る
と
五
、
六
人
の
グ

ル
ー

プ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
大

衆
心
理
と
い
う
か
好
奇
心
が
出

た
の
か
「
ヘ
ン
ス
」
を
乗
り
越
え

私
達
若
妻
会
は
現
在
十

一
名

の
会
員
が
お
り
ま
す
。

発
足
は
手
元
に
古
い
記
録
が

な
く
、
は

っ
き
り
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
大
勢
の
先
輩
が
い
ら

っ

し
ゃ
る
こ
と
か
ら
、
だ
い
ぶ
前

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
他
の
ク
ラ
ブ
と
違
い
目
的
が

決
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
会

の
内
容
は
毎
回
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

毎
年
行
な

っ
て
い
る
こ
と
は
、

新
年
会

。
お
花
見

・
忘
年
会
な

ど
で
、
他
に
も
料
理
講
習
や
手

芸
な
ど
行
な

っ
て
い
ま
す
。

農
繁
期
を
除
き
毎
月
会
合
を

開
い
て
い
ま
す
が
、
子
供
連
れ

に
な
る
こ
と
が
多
く
い
つ
も
た

い
へ
ん
に
ぎ
や
か
で
す
。

若
妻
会
と
い
う
名
前
の
と
う

り
、
皆
二
十
代
か
ら
二
十
代
前

半
と
い
っ
た
若
い
グ

ル
ー
プ
で

す
の
で
、
育
児
の
こ
と
な
ど
、

お
互
い
に
為
に
な
る
こ
と
も
多

く
、
い
つ
も
時
間
の
た
つ
の
も

忘
れ
、
話
が
は
ず
み
ま
す
。

数
年
前
に
は
、
先
輩
方
が
洗

剤
に
つ
い
て
の
学
習
を
し
て
下

さ
り
た
い
へ
ん
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
何
か
テ
ー
マ
を

決
め
皆
で
取
り
組
ん
で
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
と
て
も
気
楽
で

楽
し
い
会
で
す
。

ま
だ
会
員
で
な
い
三
区
若
妻

の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
仲
間
に
入
り

ま
せ
ん
か
。

田

`じ `ヽ

い

て)

ノ
ヽ

ま

ま

に

下
市

田
二
区
若
妻
会

手
芸
講
習
会
な
ど
の

会
合
が
終

っ
た
後
に

み
ん
な
で
、
気
楽
に

お
茶
を
飲
み
な
が
ら

悩
み
を
相
談
し
た
り

雑
談
し
て
と
て
も
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
楽
し
い
会
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
若
妻

会
と
し
て
、
が
ん
ば

っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

私
た
ち
下
市
田
二
区
若
妻
会

は
、
昭
和
三
十
九
年
四
月

「
ひ

い
ら
ぎ
会
」
と
し
て
発
足
し
ま

し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
、
た
い
へ

ん
活
動
も
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ

講
師
の
方
を
お
願
い
し
て
勉
強

会
な
ど
も
行
な
わ
れ
た
よ
う
で

す
。
今
は
、
勤
め
に
出
て
い
る

人
が
多
い
た
め
、
若
妻
会
本
来

の
活
動
が
い
ま
ひ
と

つ
の
と
こ

北

　

林

　

き

み

子

で
す
。
人
数
は
二
十
二
名
ほ
ど

で
す
が
、
勤
め
に
出
て
い
る
人

が
多
い
た
め
夜
の
活
動
が
多
く

な

っ
て
い
ま
す
。
二
月
に
手
芸

の
講
習
会
、
五
月
に
花
見
、
七

月
に
ス
タ
ミ
ナ
大
会
、
十
月
に

文
化
祭
に
出
品
す
る
為
の
手
芸

講
習
会
、
十
二
月
に
ク
リ
ス
マ

ス
を
か
ね
た
忘
年
会
。
そ
し
て

新
年
会
。
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

パ
ン
ツ

一
つ
に
な
り
水
泳
を
始

め
た
り
、
「
ダ
ム
」
の
上
で
飛
び

廻
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
を
見
た
家
内
は
大
声
で
注
意

し
ま
し
た
。
少
年
達
自
身
も
い

け
な
い
事
を
し
て
い
る
と
思

っ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
、
す
ご
す

ご
と
帰

っ
て
行
き
ま
し
た
。
そ

の
後
別
の
グ
ル
ー
プ
も
度
々
来

て
遊
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
都
度

注
意
を
し
て
は
居
る
の
で
す
が
、

少
年
達
も
家
に
は
黙

っ
て
遊
び

に
来
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

事
故
が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
す

ぎ
ま
す
。
子
供
を
持

つ
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
折
に
ふ
れ
危
険

な
場
所
で
は
絶
対
に
遊
ば
な
い

よ
う
、
子

供
と
共
に

語
ら
い
の

場
を
も

っ

て
下
さ
い
。

下
市

田
三
区
若
妻
会

酒

井

恵

子

‥
‥
詩

・
‥
‥
・
‥
〓

春

の

雨
田

戸

純

市

し
と
し
と
し
と
と
音
も
無
く

雨
柔
か
く
あ
た
た
か
く

木
肌
を
濡
し
て
し
め
や
か
に

加
一面
に
ソ
ッ
と
降
り
に
け
り

暗
い
静
か
な
此
の
夜
は

柳
の
小
枝
芽
ぐ
む
ら
む

さ
ん
じ
ゅ
ゆ
の
苦
も
黄
ば
む
ら

む椿
も
紅
の
く
ち
び
る
で

明
日
を
呼
ば
む
春
呼
ば
む

し
と
し
と
し
と
と
音
も
無
く

雨
あ
た
た
か
く
降
り
に
け
り

雨
柔
か
く
し
め
や
か
に

し
と
し
と
し
と
と
降
り
に
け
り

新
編
集
委
員
の
紹
介

下
井
武
平

（区
　
　
　
長
）

松
島
重
人

（副
　
区
　
長
）

三
島
　
勤

（会
　
　
　
計
）

小
林
　
恵

（代
議
員
会
長
）

上
沼
政
夫

（
″　
副
会
長
）

原

次
郎

（公

民

館

長
）

唐
沢
武
文

（
〃　
副
館
長
）

朝
比
哲
子

（
〃　
主
　
事
）

木
村
隆
雄

（
″　
教
養
部
）

坂
牧
政
直

（
″
　
　
″
　
）

三
島
清
美

（
″
　
　
″
　
）

棚
田
富
子

（
″
　
　
″
　
）

小
島
俊
彦

（
″
　
　
〃
　
）

岡
本
紀
代

（
″
　
　
〃
　
）

摯
彦

,
午 喩層み
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キ

ャ

ン
プ

の
お

も

い

で

士
口
　
　
国四　
　
壼思

毎
年
家
旅

で
い
ろ
い
ろ

な
所

へ
、　
一

週
間
ぐ
ら
い

司

（三
区
）

夕
方
散
歩
を
し
て
い
て
、
話

に
む
中
に
な

っ
て
い
た
の
で
、

防
波
て
い
の
横
の
草
が
い
っ
ぱ

い
生
え
て
い
る
所

へ
落
ち
て
し

ま
い
ま
し
た
。
で
も
け
が
が
な

か

っ
た
の
が
、
さ
い
わ
い
で
し

た
。佐
渡

へ
行

っ
た
時
は
、
と
う

台
の
す
ぐ
近
く
に
テ
ン
ト
を
張

り
ま
し
た
。
夜
中
に
台
風
が
お

そ

っ
て
き
て
、
テ
ン
ト
の
支
柱

が
折
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
三

人
と
も
大
あ
わ
て
で
、
ぼ
く
と

り
ま
し
た
。

剣
道
を
す
る
所
は
、
中
学
校

の
体
育
館
で
す
。
ス
ト
ー
ブ

一

つ
も
無
い
寒
い
館
内
で
や
る
と

思
う
と
、
「
や
だ
な
―
」
と
も
思

う
け
れ
ど
、
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
や
り
ま
す
。

は
じ
め
に
や
る
こ
と
は
、
す

ぶ
り
で
す
。
す
ぶ
り
を
や

っ
て

い
る
と
、
足
が

つ
め
た
く
て
、

お
父
さ
ん
は
、
折
れ
た
支
柱
を

手
で
さ
さ
え
て
、
お
母
さ
ん
は
、

支
柱
の
か
わ
り
に
な
る
棒
を
さ

が
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
時
ば

か
り
は
、
こ
わ
か

つ
た
で
す
。

で
も
、
そ
の
棒
を
折
れ
た
所
に

し
ば
り

つ
け
る
と
、
や
っ
と
お

ち

つ
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
、
せ

み
が
い
っ
ぱ
い
い
て
、
ぼ
く
で

も
か
ん
単
に
と
れ
ま
し
た
。

新
潟
の
海
に
も
行
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
ゴ
ム
ボ
ー
ト
が
流
れ

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も

そ
こ
に
ち
ょ
う
ど
通
り
か
か

っ

た
、
本
の
ボ
ー
ト
に
乗
ち

て
い

た
人
に
、
お
か
あ
さ
ん
が
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
お
願
い
し
て

く
れ
た
の
で
、
そ
の
人
が
と

っ

て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
が
、
初
め
て
リ
ー

ル
の
さ
お
で
つ
り
を
し
た
時
、

二
回
も
ぼ
く
を
つ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

入

　

　

　

試
小

「
入
試
」
に
つ
い
て
真
剣
に

考
え
た
の
は
、
三
年
生
も
残
り

少
な
く
な

っ
て
か
ら
で
、
両
親

や
囲
り
が
騒
い
で
い
る
の
に
自

分
の
事
と
し
て
捕
え
ら
れ
ず
、

「
い
た
い
な
あ
］

と
、
二
回
も
言
う
は
め
に
な

っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ゃ

っ
と

つ

れ
た
と
思

っ
た
ら
、
今
度
は
ふ

ぐ
が
た
く
さ
ん

つ
れ
て
き
た
の

で
、
が

っ
く
り
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ほ
か
に
、

サ
ザ

エ
も
と

り
ま
し
た
。
あ
と

で
、
や
い
て

食

べ
た
ん
だ
け
ど
、
に
が
か

っ

た
の
で
、
あ
ま
り
食

べ
ま
せ
ん

で
し
た
。
輪
島

の
朝
市
に
も
行

き
ま
し
た
。
大
勢

の
人
が
い
て
、

と
て
も
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

島
　
阿
貴
子

（
五
区
）

マ
ン
ガ
や
ピ
ア
ノ
が
楽
し
い
毎

日
で
し
た
。
三
年
生
に
な

っ
て

八
回
の
学
カ
テ
ス
ト
が
あ
り
、

志
望
校
の
最
終
決
定
時
期
で
あ

る
六
回
目
が
終
わ

っ
た
所
で
、

「両
親
の
心
配
事
」
の
本
当
の

意
味
に
気
付
い
た
の
に
、
今
更

頑
張

っ
て
、
残
り
少
な
い
テ
ス

ト
で
良
い
点
を
取

っ
て
も
、
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
、
憂
う
つ

で
し
た
が
、
三
年
間
の
総
仕
上

げ
の
つ
も
り
で
、
正
月
少
し
前

か
ら
復
習
を
開
始
。
最
終
テ
ス

ト
の
頃
、
よ
う
や
く
受
験
勉
強

の
や
り
方
が
判

っ
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
て
、
総
復
習
に
熱
が

入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
進

路
に
つ
い
て
両
親
は

「高
校
迄

は
普
通
教
育
を
受
け
、
専
門
教

養
は
そ
の
後
で
い
い
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
私
は
三
年
間
を

省
み
て
、
好
き
な
科
目
の
勉
強

を
捨
て
が
た
く
て
、
職
業
科
を

選
択
し
、
両
親
と
何
回
も
話
し

合

っ
て
、
私
の
思
い
通
り
に
さ

せ
て
も
ら
え
、
す

っ
き
り
し
た

気
分
で
入
試
の
日
を
迎
え
ま
し

た
。
毎
日
の
勉
強
の
積
み
重
ね

が
、
い
か
に
大
切
か

「
一
夜
づ

け
」
で
は
、
ど
こ
か
で

「
化
け

の
皮
」
が
剥
げ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
心
配
が
、
私
の
心
の

ほ
と
ん
ど
を
占
め

つ
つ
あ
り
、

合
格
発
表
が
気
掛
り
で
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

×

×

　

×

×

小
中
学
生
の
作
文

キ
ャ
ン
プ
に
行
き
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

く
し
も
と

へ
行

っ
た
時
は
、

熱
帯
魚
が
い
っ
ぱ
い
い
て
、
そ

れ
を

つ
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
と

て
も
お
い
し
か

つ
た
で
す
。

エ

サ
を
付
け
て
糸
を
海
に
入
れ
る

と
、
す
ぐ

つ
れ
て
き
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
剣
道
に
は
い
っ
て

い
る
。
ぼ
く
は
朝
早
く

一
人
で

歩
い
て
行
き
ま
す
。
特
に
つ
ら

い
の
は
、
冬
で
す
。
空
か
ら
は

雪
が
降

っ
て
き
て
寒
い
し
、
そ

れ
に
、
道
は
、
真

っ
暗
で
す
。

で
も
ぼ
く
は
、
こ
れ
も

一
つ
の

練
習
だ
と
思
い
歩
い
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
で
も
時
々
い
や
に
な

り
、
ず
る
休
み
す
る
こ
と
も
あ

剣

道

の

練

習
今

村

克

守

（六
区
）

体
中
が
寒
く
な
り
ま
す
。
け
い

こ
で
中
学
生
の
人
と
や
る
と
強

す
ぎ
て
ほ
と
ん
ど
う
ち
こ
む
の

を
う
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
も
ぼ
く
は
、
何
回
も
何
回
も

せ
め
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
で
も

そ
の
た
ん
び
に
全
部
が
全
部
と

ゆ
う
ぐ
ら
い
う
け
ら
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
で
も
不
思
議
な
こ
と

に
け
い
こ
を
し
て
い
る
と
、
寒

い
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
し
て
、
団
級
審
査
の
日
に
な

る
と
、
慈
恩
館
の
え
ら
い
先
生

が
き
て
、
審
査
を
し
て
く
れ
ま

す
。
ぼ
く
は
、
こ
の
審
査
で
、

八
級
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。二
年
間
練
習
し
て
き
た
剣
道

を
こ
れ
で
、
終
り
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
、
六
年
生
に

な

っ
て
も
、
次
の
級
を
め
ざ
し

て
、
よ
り
い
っ
そ
う
努
力
し
、
じ

ょ
う
ぶ
な
体
と
、
心
を
も

っ
た

人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

編

集

後

記

春
祭
り
も
終
り
桜
の
花
も

間
近
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

新
年
度
に
入
り
各
々
新
し

い
目
標
に
向

っ
て
の
躍
動
が

始

っ
て
い
ま
す
。

心
配
さ
れ
て
い
た
地
区
内

の
工
業
団
地
計
画
は
円
高
不

況
の
な
か
地
場
産
業
な
が
ら

も
順
調
に
進
捗
し
、
こ
れ
か

ら
厳
し
い
農
業
情
勢
で
の
水

田
農
業
確
立
対
策
や
小
規
模

土
地
改
良
事
業
で
の
賢
明
な

対
応
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

区
報
も
第
九
号
と
な
り
今

後
ニ
カ
年
間
紹
介
し
ま
し
た

編
集
委
員
の
メ
ン
バ
ー
で
や

っ
て
参
り
ま
す
。
ど
う
か
区

内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
紙

と
し
て
お
気
軽
に
み
な
さ
ん

の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
　

　

　

（原
　
次
郎
）
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